
資料Ⅲ（各サービスごと） 

７. 施設系サービス 



 

 

① 設備に関する基準（設備の故障） 

 早急に修理するとともに、入所者の手が届く範囲に当該ブザー又はこれに代わる設備

を設けること。 

 

Ｔｉｐｓ） 入所者の心身の状況等に応じ、その入所者の処遇が妥当適切に行われるよ

う適時、設備の点検を行いましょう。 

 

 

 ② 設備に関する基準（指定時の設備の用途） 

指定時の設備の用途を変更する場合は、変更後１０日以内に届出を行うこと。なお、 

設備基準上、医務室は医療法（昭和２３年法律第２０５号）第１条の５第２項に規定する

診療所とする等、所定の要件を満たさなければならないことに留意すること。 

 

Ｔｉｐｓ） 指定時に届け出た事業所（施設）の設備として、適切に業務を行えている

か改めて確認してみてください。 

 

 

③ 運営に関する基準（口腔衛生の管理） 

入所者の口腔の健康の保持を図り、自立した日常生活を営むことができるよう、口腔 

衛生の管理体制を整備し、各入所者の状態に応じた口腔衛生の管理を計画的に行わなけれ

ばならないとされていることから、入所者の口腔の健康状態に応じて、以下の手順により

計画的に行うこと。（口腔衛生の管理に係る規定は、令和６年４月１日より義務化）。 

（１）歯科医師又は歯科医師の指示を受けた歯科衛生士（以下「歯科医師等」という。）

が、介護職員に対する口腔衛生の管理に係る技術的助言及び指導を年２回以上行うこと。 

（２）当該施設の従業者又は歯科医師等が入所者毎に施設入所時及び月に１回程度の口腔

【指導事例】 

・ 各居室並びに便所におけるブザー又はこれに代わる設備が故障していた。 

【指導事例】 

・ 指定時の医務室が使用されておらず、別の用途で届け出た場所に無届けで変更されて

いた。 

 

【指導事例】 

・ 入所者の口腔の健康の保持を図り、自立した日常生活を営むことができるよう、口腔

衛生の管理体制を整備し、各入所者の状態に応じた口腔衛生の管理を計画的に行ってい

なかった。 

 



 

 

の健康状態の評価を実施すること。 

（３）（１）の技術的助言及び指導に基づき、以下の事項を記載した、入所者の口腔衛生

の管理体制に係る計画を作成するとともに、必要に応じて、定期的に当該計画を見直す

こと。 

     イ 助言を行った歯科医師  

     ロ 歯科医師からの助言の要点 

     ハ 具体的方策  

     二 当該施設における実施目標  

     ホ 留意事項・特記事項 

（４）医療保険において歯科訪問診療料が算定された日に、介護職員に対する口腔清掃等

に係る技術的助言及び指導又は（３）の計画に関する技術的助言及び指導を行うにあた

っては、歯科訪問診療又は訪問歯科衛生指導の実施時間以外の時間帯に行うこと。 

     なお、当該施設と計画に関する技術的助言若しくは指導又は口腔の健康状態の評価を

行う歯科医師等においては、実施事項等を文書で取り決めること。 

     

Ｔｉｐｓ） 口腔衛生の管理に係る規定は、令和６年４月１日より義務化となったこ

とに留意し、下記 URL より「リハビリテーション・個別機能訓練、栄養、

口腔の実施及び一体的取組について（令和６年３月１５日老高発０３１５

第２号・老認発０３１５第２号・老老発０３１５第２号）」を参考に作成

してください。 

URL  https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/001227996.pdf 

 

 

 

https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/001227996.pdf

